産業廃棄物等実態調査票【その３】②
（アンケート調査）
	調査票番号
	


	問１．産業廃棄物の発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）について
（１）貴事業所では、産業廃棄物のリデュース、リユースに取り組んでいますか。該当する番号１つに○印をつけてください。

	１　取り組んでいる
２　今後取り組む予定がある
３　取り組んでいない


	（２）問１(１)で、１又は２に○印をつけた方にお聞きします。それはどのような取り組みですか。あてはまる番号すべてに○印をつけてください。（複数選択可）

	１　特になし
２　排出抑制やリサイクルに関する社内での目標の設定
３　リサイクルを考慮した廃棄物の分別の徹底
４　排出抑制・リサイクルを目的とした原材料や製造工程の変更
５　排出抑制・リサイクルを目的とした既存の製品の仕様の見直し
６　排出抑制・リサイクルを目的とした新技術・新製品の研究開発
７　排出抑制・リサイクルを目的とした新しい機械設備の導入
８　他企業（自社のグループ企業）との連携によるリサイクルによる推進
９　ISO14001などの環境マネジメントシステムの導入
10　専任部署（専任職員）の設置など体制の強化
11　社員向けの学習会やフォーラムなどの開催
12　リサイクルが可能な業者へ処理委託業者を変更
13　環境カウンセラー※１などの専門家に排出抑制・リサイクルのための取り組みを相談
14　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	※１：環境カウンセラーとは、環境保全対策に関する専門的知識と豊富な経験があり、企業などの環境保全活動に対する助言を行う人材として環境省で登録された方々のこと。


	問２．行政の取り組みについて
循環型社会形成のために行政に取り組んでほしいことはありますか。あてはまる番号すべてに○印をつけてください。（複数選択可）

	１　研究開発への補助・融資制度の充実
２　設備導入への補助・融資制度の充実
３　環境カウンセラー※１などの専門家への相談費用に対する補助・融資制度の充実
４　ある産業廃棄物を排出する事業者と、それを再利用可能な事業者とのマッチング制度の充実
５　排出事業者を対象とした、産業廃棄物の適正処理などに関する講習会の開催
６　産業廃棄物の排出抑制・リサイクルに関する街頭キャンペーンなどの広報啓発活動
７　不適正処理や不法投棄などに対する監視・指導体制の強化
８　不適正処理や不法投棄などに対する罰則の強化
９　大阪湾フェニックスセンターなどの地方自治体が関与する産業廃棄物処理施設の整備促進
10　産業廃棄物の処理業者に関しての行政処分などの積極的な情報公開
11　研修会の開催や立入検査の強化などによる、優良な産業廃棄物処理業者の育成
12　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	問３．廃プラスチック類について
（１）貴事業所では、廃プラスチック類が発生した場合どのように処理していますか。該当する番号１つに○印をつけてください。(処理業者への委託も含む。)

	１　焼却（熱回収あり）
２　焼却（熱回収なし）
３　マテリアルリサイクル（プラスチック製品に再生）
４　ケミカルリサイクル（化学原料に再生）
５　サーマルリサイクル（固形燃料(RPF化)に再生等）
６　埋立
７　わからない
８　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	（２）廃プラスチック類の排出量の削減や処理の円滑化を図る取り組みを行っていますか（予定の場合も含む。）。あてはまる番号すべてに○印をつけてください。（複数回答可）

	１　プラスチックの使用削減を検討
２　プラスチック代替素材の利用の検討
３　リサイクルの高度化（マテリアルリサイクルへの転換等）
４　廃棄物排出時の選別の徹底
５　わからない
６　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７　取り組んでいない


	問４．ＳＤＧｓについて
ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標：目標12 つくる責任、つかう責任等)を貴事業所の目標に掲げ、廃棄物をはじめとする環境関連の取組を行っていますか。

	１．行っている（下欄にも記入ください）　　　　　　　　　　２．行っていない

	（内容）


	問５．食品ロスついて
「食品ロス」が問題となっていることを知っていますか。該当する番号１つに○印をつけてください。
※食品ロスとは、まだ食べられるが、様々な理由（販売期限切れ、包装のキズ、賞味期限切れ、食べ残し等）で廃棄となる食品のこと。

	１　よく知っている
２　ある程度知っている
３　あまり知らない
４　全く知らない


問６と問７は、以下の業種の事業者のみご回答ください。
食品製造業、飲食料品卸売業、飲食料品小売業、宿泊業、飲食サービス業、医療、福祉のうち、
食料品を取り扱っている事業者と、自社で食事の提供を行っている（社員食堂などを外注している場合を除く）事業者
	問６．食品ロスの発生状況について
（１）貴事業所において、食品ロスは発生していますか。該当する番号１つに○印をつけてください。

	１　食品ロスが発生している　　　　　　　　　　２　食品ロスは発生していない


	（２）問６(１)で、１に○印をつけた方にお聞きします。食品ロスが発生する理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○印をつけてください。（複数選択可）

	１　商習慣の期日を過ぎたことで販売できなくなったため
２　包装の傷・へこみにより販売できなくなったため
３　在庫あるいは生産過剰のため
４　調理時、不可食部分を取り除く際に可食部分を多めに除去するため
５　顧客や利用者、患者等が食べ残したため
６　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	問７．食品ロスへの取り組み状況について
（１）食品ロスを削減するために、事業者として取り組んでいますか。該当する番号１つに○印をつけてください。

	１　取り組んでいる
２　取り組んでいない


	（２）問７(１)で、１に○印をつけた方にお聞きします。それはどのような取り組みですか。あてはまる番号すべてに○印をつけてください。（複数選択可）

	１　商習慣の見直し
２　需要予測の向上
３　賞味期限表示の見直し
４　少容量製品・小盛りメニューの販売
５　セット商品のバラ売り
６　賞味期限間近の食品の値引き販売
７　賞味期限間近の食品を買い取る業者への引き渡し
８　調理ロス削減の工夫
９　食べきりの呼びかけ
10　ドギーバッグ※２等での持ち帰りへの対応
11　余剰食品のフードバンク団体※３への寄付
12　食品ロス削減に関する従業員への啓発
13　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※２：ドギーバッグとは、客が食べ残した料理をつめて客が持ち帰るための袋や容器のこと。
※３：フードバンク団体とは、まだ食べられるのに様々な理由で処分されてしまう食品を受け取り、こども食堂や社会福祉施設など食品を必要としている団体に届ける活動を行っている団体のこと。
	（３）問７(１)で、２に○印をつけた方にお聞きします。それはどのような理由ですか。あてはまる番号すべてに○印をつけてください。（複数選択可）

	１　食品ロスは発生していない
２　食品ロス削減の必要性がわからない
３　コストに対して利益が少ない
４　社内体制が整っていない
５　品質管理
６　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	（４）食品ロスを削減するために、事業者として今後どのような取り組みを予定（検討中を含む）されていますか。あてはまる番号すべてに○印をつけてください。（複数選択可）

	１　商習慣の見直し
２　需要予測の向上
３　賞味期限表示の見直し
４　少容量製品・小盛りメニューの販売
５　セット商品のバラ売り
６　賞味期限間近の食品の値引き販売
７　賞味期限間近の食品を買い取る業者への引き渡し
８　調理ロス削減の工夫
９　食べきりの呼びかけ
10　ドギーバッグ※２等での持ち帰りへの対応
11　余剰食品のフードバンク団体※３への寄付
12　食品ロス削減に関する従業員への啓発
13　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※２：ドギーバッグとは、客が食べ残した料理をつめて客が持ち帰るための袋や容器のこと。
※３：フードバンク団体とは、まだ食べられるのに様々な理由で処分されてしまう食品を受け取り、こども食堂や社会福祉施設など食品を必要としている団体に届ける活動を行っている団体のこと。
	（５）食品ロス削減に取り組むに当たっての課題は何ですか。該当する番号１つに○印をつけてください。

	１　どのように取り組んだらよいのかわからない
２　社内体制の整備
３　コスト増
４　品質管理
５　消費者の意識
６　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



本調査票も【調査票その１】と併せてご返送ください。





ご協力ありがとうございました。









